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ナ ラ 類 172,739
カ バ 類 ユ66,557
カ エ デ 類 110,255
タ モ 類 23,528
シ ナ 118,301
セ ソ 23,992




そ の 他 315,648
第 2表 昭和29年度北海道パルプ用材生産量
針 穿 固















































生育している樹種ならびに今･後造林の可能な樹種は少 くない｡ これ らの樹種について今回研究
したところの一部を報告する｡ 用いた樹種は1956年7月北川より送 られた北海道産の生材が大
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部分で,その外に京都府宇清市に生育したポプラ,ギンドロをも用いた｡
1.供武村の生長及び気乾比重
第 3表 (Table3)に供試材について実測した平均年輪 中,気乾比翼等を示してある｡ 気乾
比重は1949軍版森林家必携等に記載 されている従来の値 と著 しく大 きい差はない｡生長量につ
第 3表 樹種,生長量及び比重
Table3.KindofWooユ,RateofGrowth,SpecificGravity.
平均年輪巾 比Average 重 材 の直 径
KildofWood
1ヤ ナ ギ (Yanagi)
2シウリザクラ(Shyurizakura)
3ナ ラ (Nara)















13ア カ ダ モ (Akadamo)
14シ ナ (Shina)
15ド ロ (Doro)
16ア サ ダ (Asada)
















































いては,第 3表 より生長の極めて速いものは, ドロ,ヤナギ等で,次に-ン,ナラ,クル ミ,
シラカバ,サクラ等が速 く次にがノラ,アサグ,アカダモ,イクヤ,ホオ ノキ,シウ リザ クラ,
ヤ ン,ヤチダ毛等が中位の生長を示し,シコロ,シナ等が遅いと見られる｡ これ らの傾向は従
来報告 されているところと殆んど一致するが,セン及びシコロの供試材は生長 の特に遅いもの
であっ尭 かも知れない｡セン及びシコロは従来生長が速いものと記載 されているようである｡
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1 ヤ ナ ギ Yanag1
2 シウ 1)ザ クラ Shyurizaknra
3 ナ ラ Nara
4 ヤ チ ダ モ Yachidamo
5 セ ソ Sen
6 ハ '/ Han
7 サ ク ラ Sakura
8 シ コ P Shikoro
9 ク ル ミ Kurumi
lO イ タ ヤ Itaya
ll ホ オ ノ キ H6noki
12 カ ツ ラ Katsura
13 ア カ ダ モ Akadamo
14 シ ナ Shir】a
15 ド ロ Doro
16 ア サ ダ Asada
17 シ ラ カ バ SIiirakaba
シ ラ カ バ Shirakabal
18 マ カ ン パ Makanba芦
19 ダ ケ カ -/バ Dakekanba3
20 ブ ナ Bula4A
ブ ナ Buna B
ブ ナ Buna C
ブ ナ BunaD5
21 ポ プ ラ Popura'5
22 ギ ソ ド p Gindoro7
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巧英樹の木繊維長を実測した｡平均繊維長, x-,その標準偏差 S,及び最短,.最長を第 4表隼
示す.これらの繊維長分布曲線を-Fig.1-8に京す｡
本邦産の多 くの樹種について金平亮三氏著 :大日本産重要木材の解剖的識別 (1926)に繊維
長の範囲のみが示されているが,これに比較すると今･回実測した数字は棺短い様に慮われる｡
森林家必携に引用された今･見昇氏の北海道産広 葉 樹の木 繊 維 長 は, ハン 0･.914,V シコロ
0.938,7サグ 1.103,7カダモ 0.989,カツラ 1.355, ドロ 0.864,イクヤ 0.748,シ























暖帯広葉樹20笹の髄線ならびに柔細胞含有量 を測定した場合 と同 じ方法1)で未晒クラフトパ
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同様に少ないことが注目された｡これらの3樹種の鹿株細胞にカバ類と極めて森似 した状億
の難溶性樹脂が含まれることを今回見出したが, これらに関しては別の報告5, に記述する｡
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第 6表 木 材 分 析 結 果
Table6.ChemicalCompositionofWoods
r _ _-- __ _二_二_二~_:~~~~~/~__
AIc.-Ben岩. Per)tosan Lignin α-Celltllose
ExtractiveKildofWood
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5) 北岸弘一郎 :本誌 31.
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